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体重約 2kg の正常白色家兎を使用，正常角膜 6 眼， 膨潤角膜 9 限 (in vivo で ya注射針を前
房中に刺入し中央部角膜内皮に乱切創を加え内皮障害後 1 時間のもの 2 眼， 4 時間のもの 2 眼，











1 )内皮障害後 1 時間では，ほとんど正常と差はなかった。

























ていない。 このことから in vivo での角膜実質の膨潤は， 間質の原線維間物質 l乙起こることを
明らかにしている。このことは，角膜混濁の実態の解明に貢献するところ極めて大である。
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